



























































































































（PRI：Principles for Responsible Investment）」が提唱した評価枠組みである。
現在、ESG投資の基準となるESG指数は複数の各付け会社が設定しており、
例えば、厚生労働省の委託を受け公的年金の運用を行っているGPIF（年金積




































































在任期間 18年間 3 名で通算18年間 19年間
企業形態 監査役会設置会社 指名委員会等設置会社 監査役会設置会社
社外役員の選任
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